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株式会社エムティーアイ

(株)エムティーアイは200以上のサービスを運営する国内最大規模のコンテンツプロバイダです。

有料会員数 783万人で、内スマートフォン有料会員数 552万人 (2014/12時点)

音楽配信サービス ヘルスケアサービス エンタメ・生活情報サービス

スマートフォン等で利用できる音楽
配信サイト『music.jp』は、幅広
い楽曲をダウンロードして聴くことが
できます。

女性の健康情報サイト『ルナルナ』
健康機器と連携できるアプリなど、
ヘルスケアサポート全般のサービス
を展開しています。
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1-事例① 総合健康支援サービス

官民サービス（行政：電子母子手帳、民間：健康見える化、地域ポイント）連携で総合健康支援サービスを実証

「公民学連携型の総合健康支援サービス」
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柏市総合健康支援サービスとして

1. 電子母子手帳サービス 「hahaco柏」 の提供

2. 健康見える化サービスへ 活動量計「karadafit」 を接続。活動量データの読込アプリとして 「Cal & Steps」 の提供。

3. 柏市の保健師・栄養士による健康・出産・育児相談会を運営。

■hahaco柏 ■健康見える化 ■健康・出産・育児相談会

活動量計「カラダフィット」と連携して活動量

が取得できるスマホアプリを開発

取得した活動量データはサーバーに送

信されてポータルでグラフが閲覧できる

妊娠中・育児中の健康状態や日々の出

来事を記録できる他、自治体のお知らせ

配信機能や保健師・栄養士へのオンライ

ン相談機能を搭載

実証事業期間中、週２回柏市の保健

師・栄養士と対面で健康相談ができる

会を開催

1-事例① 総合健康支援サービス
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■電子母子手帳サービス概要
従来の紙の母子手帳で記録できる項目の他、毎日の育児記録や母の体重をオンラインで管理できるサービス。

また、柏市からのお知らせが配信されたり、柏市の保健師さんに、妊娠中や育児に関することを質問することもできる。

子どもの身長、体重、

食事記録など

乳幼児健診結果

1-事例① 総合健康支援サービス
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出産・子育て
環境の充実

医療・社会保障費
の削減

・95%のﾓﾆﾀｰが通常の紙媒体に比較して、
電子化媒体の参照頻度が増加と回答

住民(母親)目線での
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ＆ｻｰﾋﾞｽ

・忙しい子育て世代の母親にはﾕｰｻﾞｰｲｸｽﾍﾟﾘｴﾝｽの高いｱﾌﾟﾘが必要。また、
「いつでも簡単に」相談できる場の提供が必要

ｻｰﾋﾞｽ＆ｺﾐｭﾆﾃｨを通じた
健康意識の高まり

・82%のﾓﾆﾀｰが健康管理を意識するように
・91%のﾓﾆﾀｰが健康全般に関する関心高まった

1-事例① 総合健康支援サービス
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1-事例② 緊急時利用サービス

母子健康情報

バイタル情報

PHR

電子お薬手帳

救急患者の迅速な医療情報把握と有効性検証
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2-①. ルナルナ
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2-①. ルナルナ
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2-②. 電子母子手帳サービス

妊婦健診時の胎児の情報、乳幼児や幼稚園入園以降の健診情報の一元管理、予防接種管理等が可能であると
ともに、手軽に子どもの健康を管理するため、体組成計や体温計、活動量計など様々な機器とも連携が可能。
自治体およびユーザーの利用は無料。 PPPモデルで自治体のサービス品質向上とコスト削減を目指す。
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2-②. 電子母子手帳から「生涯健康手帳」へ
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3. 今後の展望① スポーツ大国ニッポン2020
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3. 今後の展望② 電子母子手帳のEHR連携
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3. 今後の展望③ 健康状態の見える化
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3. 課題

 ニーズを捉えた魅力的なサービスを
 お得感が得られる条件（価格帯など）で
どれだけラインナップ出来るか？

 標準化
 アドホック処理（柔軟性）の最大化
 PDS: Personal Data Store （※次頁参照）

 国の支援×民間活用
 リーンなユーザーニーズ検証×技術検証
 プラットフォーム化
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3. （参考） PDS

※東京大学大学院情報理工学系研究科ソーシャルICT研究センター 橋田浩一教授 「集めないビッグデータ」から抜粋
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